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回次
第18期

第１四半期累計期間
第17期

会計期間
自2021年４月１日
至2021年６月30日

自2020年４月１日
至2021年３月31日

売上高 （千円） 653,523 1,991,875

経常利益 （千円） 158,765 265,491

四半期（当期）純利益 （千円） 95,616 173,423

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 64,000 64,000

発行済株式総数 （株） 124,000 124,000

純資産額 （千円） 983,576 887,959

総資産額 （千円） 1,392,879 1,270,461

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 30.84 55.94

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 70.6 69.9

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在するものの、当社株式は非上

場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

３．当社は、第17期第１四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第17期第１四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

４．当社は、2021年７月15日開催の取締役会決議により、2021年８月27日付で普通株式１株につき25株の割合で

株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当

期）純利益を算定しております。

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告書

（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前第

１四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行ってお

りません。

(1）財政状態の状況

（資産）

　当第１四半期会計期間末における総資産は1,392,879千円となり、前事業年度末に比べ122,417千円増加いたしま

した。これは主に現金及び預金が122,740千円、売掛金が19,389千円増加したこと、一方で保険積立金が16,575千

円減少したこと等によるものであります。

（負債）

　当第１四半期会計期間末における負債合計は409,302千円となり、前事業年度末に比べ26,800千円増加いたしま

した。これは主に賞与引当金が12,790千円、未払消費税等が7,692千円、未払法人税等が5,703千円増加したこと等

によるものであります。

（純資産）

　当第１四半期会計期間末における純資産は983,576千円となり、前事業年度末に比べ95,616千円増加いたしまし

た。これは四半期純利益の計上により利益剰余金が95,616千円増加したことによるものであります。

(2）経営成績の状況

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大により依然として厳しい状況に

あります。ワクチン接種が開始された一方で、一部地域には緊急事態宣言が発令されるなど収束の見通しはいまだ

不透明な状況であり、先行きの予測が困難な状況が続いております。新型コロナウイルス感染症の影響により、あ

らゆる産業でアナログからデジタルへの転換が行われている中で、教育業界においてもGIGAスクール構想による教

育環境のデジタル化やオンライン教育サービスに対するニーズの高まりなど、取り巻く環境は著しく変化しており

ます。

　そのような経済情勢の中で、当社は、「教育と福祉の社会課題を解決し、より良い未来を創造する」ことをミッ

ションに掲げており、前事業年度から開始したオンライン家庭教師サービスの拡大やICT支援員派遣サービスの拡

大など、IT技術の活用による新たな教育関連サービスを推進することにより、社会課題の解決を図っております。

　このような状況のもと、当第１四半期累計期間の売上高は653,523千円、営業利益は144,227千円、経常利益は

158,765千円、当四半期純利益は95,616千円となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①教育人材支援事業

　学校法人及び学習塾向け人材支援サービスにつきましては、学校教育のIT化に伴い、ICT支援員派遣サービスが

増加しております。また、前事業年度は１回目の緊急事態宣言の発令により休校していた学習塾についても、当四

半期累計期間においては通常の営業活動を取り戻しており、塾講師の派遣・紹介サービスの需要も回復しておりま

す。

　家庭教師サービスにつきましては、対面型家庭教師サービスの会員数は前年と比較して増加しており、また、新

規事業であるオンライン型家庭教師サービスにおいても会員獲得は好調を維持しており、会員総数は前年同期と比

べ増加しております。新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、顧客のニーズに対応するために、対面型家庭教師

サービスとオンライン型家庭教師サービスの2つの選択肢を設けたことが会員の増加に繋がっております。

　その結果、売上高は309,825千円、セグメント利益は99,831千円となりました。

②福祉人材支援事業

　保育業界向け人材サービスにつきましては、前事業年度において地方自治体向け人材派遣サービスを受注したも

のの、当第１四半期累計期間は保育士の紹介件数が減少しました。介護業界向け人材サービスにつきましても、当
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第１四半期累計期間は介護士の紹介件数が減少しました。

　その結果、売上高は127,931千円、セグメント利益は53,415千円となりました。

③個別指導教室事業

　前事業年度の１回目の緊急事態宣言の発令による休校期間以降、学習の遅れに対する不安や密になりやすい集団

授業の回避といった要因から個別指導教室に対する需要が増しており、新規入会者数は前年同期を上回る結果とな

りました。また、前事業年度から開校しております学童クラブ「ペンタスキッズ」につきましては、地域での評判

も高く、会員数も増加傾向にあります。

　その結果、売上高は215,766千円、セグメント利益は35,264千円となりました。

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した、「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(4）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

(6）研究開発活動

　該当事項はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 500,000

計 500,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

　（注）１．2021年８月12日開催の臨時株主総会決議により定款変更を行い、発行可能株式総数は4,000株減少し、

496,000株となっております。

　　　　２．2021年7月15日開催の取締役会決議により、2021年８月27日付で株式分割に伴う定款変更を行い、発行可能

株式総数は11,904,000株増加し、12,400,000株となっております。

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2021年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年11月18日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 124,000 3,100,000 非上場
単元株式数

100株

計 124,000 3,100,000 － －

②【発行済株式】

　（注）１．2021年７月15日開催の取締役会決議により、2021年８月27日付で普通株式１株につき25株の割合で株式分割

を行っております。これにより発行済株式総数は2,976,000株増加し、3,100,000株となっております。

　　　　２．2021年８月12日開催の臨時株主総会決議により、2021年８月12日付で１単元を100株とする単元株制度を採

用しております。

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年４月１日～
2021年６月30日 - 124,000 - 64,000 － 4,000

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

（注）2021年７月15日開催の取締役会決議により、2021年８月27日付で普通株式１株につき25株の割合で株式分割を行っ

ております。これにより発行済株式総数は2,976,000株増加し、3,100,000株となっております。

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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2021年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　124,000 124,000

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 124,000 － －

総株主の議決権 － 124,000 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

（注）2021年７月15日開催の取締役会決議により、2021年８月27日付で普通株式１株につき25株の割合で株式分割を行う

とともに、2021年８月12日開催の臨時株主総会決議により、2021年８月12日付で１単元を100株とする単元株制度

を採用しております。これに伴い、提出日現在において、完全議決権株式（その他）の株式数は普通株式

3,100,000株、議決権の数は31,000個、発行済株式総数の株式数は3,100,000株、総株主の議決権の議決権の数は

31,000個となっております。

2021年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

－ － － － －

計 － － － － －

②【自己株式等】

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式
数
（千株）

就任年月
日

取締役 泓田　翔平 1988年１月５日生
2012年４月 当社入社

2021年６月 当社取締役就任（現任）
　

（注） －
2021年

６月30日

取締役 植田　庸平 1980年11月８日生

2007年12月 あずさ監査法人（現　有

限責任 あずさ監査法

人）入所

2011年９月 公認会計士登録（現任）

2020年４月 当社入社

2021年６月 当社取締役就任（現任）
　

（注） －
2021年

６月30日

２【役員の状況】

前事業年度に係る定時株主総会終了後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1）新任役員

（注）2021年８月12日開催の臨時株主総会の終結の時から2022年３月期に係る定時株主総会の終結の時まででありま

す。

(2）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性11名　女性－名（役員のうち女性の比率－％）
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63号）に基

づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第211条第６項の規定に基づき、第１四半期会計期間（2021年４月１

日から2021年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期財務諸表につい

て、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同四半期との対

比は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2021年３月31日）

当第１四半期会計期間
（2021年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 950,270 1,073,011

売掛金 101,375 120,765

貯蔵品 3 15

前払費用 24,516 25,448

その他 75 35

貸倒引当金 △3,508 △4,178

流動資産合計 1,072,732 1,215,098

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 57,511 57,149

構築物（純額） 927 891

車両運搬具（純額） 2,012 1,844

工具、器具及び備品（純額） 731 654

リース資産（純額） 2,791 -

その他（純額） - 583

有形固定資産合計 63,974 61,123

無形固定資産

ソフトウエア 10,366 9,528

無形固定資産合計 10,366 9,528

投資その他の資産

敷金 57,099 57,159

長期滞留債権 5,509 5,039

保険積立金 35,561 18,985

繰延税金資産 30,370 30,684

その他 356 298

貸倒引当金 △5,509 △5,039

投資その他の資産合計 123,388 107,129

固定資産合計 197,728 177,780

資産合計 1,270,461 1,392,879

１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】
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（単位：千円）

前事業年度
（2021年３月31日）

当第１四半期会計期間
（2021年６月30日）

負債の部

流動負債

未払金 128,542 129,166

未払費用 9,789 13,922

前受金 67,323 63,152

賞与引当金 25,228 38,018

未払法人税等 62,676 68,379

未払消費税等 36,062 43,754

返金引当金 975 2,390

預り金 7,961 11,301

リース債務 3,014 -

資産除去債務 992 -

その他 3,020 1,295

流動負債合計 345,588 371,383

固定負債

長期未払金 3,358 3,180

長期リース債務 251 -

資産除去債務 33,303 34,739

固定負債合計 36,913 37,919

負債合計 382,501 409,302

純資産の部

株主資本

資本金 64,000 64,000

資本剰余金 4,000 4,000

利益剰余金 819,959 915,576

株主資本合計 887,959 983,576

純資産合計 887,959 983,576

負債純資産合計 1,270,461 1,392,879
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（単位：千円）

第１四半期累計期間
（自2021年４月１日

至2021年６月30日）

売上高 653,523

売上原価 460,078

売上総利益 193,444

販売費及び一般管理費 49,217

営業利益 144,227

営業外収益

保険解約返戻金 14,332

その他 204

営業外収益合計 14,537

経常利益 158,765

税引前四半期純利益 158,765

法人税、住民税及び事業税 63,463

法人税等調整額 △314

法人税等合計 63,148

四半期純利益 95,616

（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取れると見込まれる金額で収益を計上することとしております。

　これにより、収益認識会計基準等の適用による損益及びセグメント情報に与える影響はありません。

　また、収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項のただし書きに定める経過的な取扱いに

従っておりますが、利益剰余金期首残高に与える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

(企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定め

る新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありま

せん。

当第１四半期累計期間
（自2021年４月１日

至2021年６月30日）

減価償却費 3,101千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期損益計
算書計上額
（注）２

教育人材
支援事業

福祉人材
支援事業

個別指導
教室事業

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 309,825 127,931 215,766 653,523 － 653,523

外部顧客への売上高 309,825 127,931 215,766 653,523 － 653,523

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 309,825 127,931 215,766 653,523 － 653,523

セグメント利益 99,831 53,415 35,264 188,510 △44,283 144,227

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当第１四半期累計期間（自2021年４月１日　至2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

　　　（注）１．セグメント利益の調整額△44,283千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれてお

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費等であります。

　　　　　　２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　　　　３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31

日）等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事

業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に変更しております。

この変更による当第１四半期累計期間のセグメント利益又は損失への影響はありません。

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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当第１四半期累計期間
（自2021年４月１日

至2021年６月30日）

１株当たり四半期純利益 30円84銭

（算定上の基礎）

四半期純利益（千円） 95,616

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 95,616

普通株式の期中平均株式数（株） 3,100,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

－

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場である

ため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

２．当社は2021年８月27日付で普通株式１株につき25株の割合で株式分割を行っております。期首に当該株式分

割が行われたと仮定して1株当たり四半期純利益を算定しております。

（重要な後発事象）

（ストックオプションとしての新株予約権の発行）

当社は、2021年６月30日開催の定時株主総会及び2021年６月30日開催の取締役会において、当社監査役の適正な監

査に対する意識を高めるとともに、当社の持続的な企業価値及び株主価値の向上を図ることを目的として、当社監

査役に対し、ストックオプションとして新株予約権を発行することを決議し、2021年７月２日に発行いたしまし

た。

（１）新株予約権の付与日

　2021年７月２日

（２）付与対象者の区分及び人数

　当社監査役　３名

（３）新株予約権の発行数

　500個

（４）新株予約権の払込金額

　新株予約権１個につき437円

（５）新株予約権の目的となる株式の種類及び数

　当社普通株式500株（新株予約権１個につき１株）

（６）新株予約権の行使時の払込金額

　１株につき7,200円

（７）新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額

　発行価格　：１株につき7,200円

　資本組入額：１株につき3,600円

（８）新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格の総額及び資本組入額の総額

　発行価格の総額　：3,600,000円

　資本組入額の総額：1,800,000円

（９）新株予約権の行使条件

① 当社の役員・従業員として本新株予約権の割当を受けた者は、権利行使時においても、当社の役員・従業員の

地位にあることを要する。ただし、任期満了による退任又は定年退職等、正当な事由があると当社が取締役会の決

議により認めた場合にはこの限りでない。

② 本新株予約権の割当を受けた者は、本新株予約権の全部又は一部（ただし、１株の整数倍とする。）を行使す

ることができる。
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③ 本新株予約権者が死亡した場合は、相続は認めないものとする。

④ 当社株式の価格がa. に定める「ノックアウト・バリア判定期間」の間、一度でもb.に定める「ノックアウト・

バリア価格」を下回った場合、当社は、当社の取締役会が定める取得日において、被割当者の新株予約権を無償で

取得することができる。

a. ノックアウト・バリア判定期間は、2021年７月2日から2031年６月30日までとする。

b. ノックアウト・バリア価格は、金 6,821円とする。

（10）新株予約権の行使期間

　自　2023年７月１日　至　2031年６月30日

（注）当社は、2021年８月27日付で普通株式１株につき25株の割合で株式分割を実施しておりますが、株式分割前

の株式数を基準として記載しております。

（株式の分割）

当社は、2021年７月15日開催の当社取締役会決議に基づき、2021年８月27日付で株式分割を行っております。ま

た、2021年８月12日開催の臨時株主総会の決議に基づき、2021年８月12日付で単元株制度を採用しております。

１．株式分割の目的

当社株式の流動性の向上及び投資家層の更なる拡大を図ることを目的として株式分割を実施するとともに、１単元

を100株とする単元株制度を採用致しました。

２．株式分割の概要

（１）株式分割の方法

2021年８月26日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載または記録された株主の所有する普通株式を、１株に

つき25株の割合をもって分割いたします。

（２）株式分割により増加する株式数

① 株式分割前の発行済株式総数      124,000株

② 株式分割により増加する株式数  2,976,000株

③ 株式分割後の発行済株式総数    3,100,000株

④ 株式分割後の発行可能株式総数 12,400,000株

３．株式分割の日程

基準日公告  2021年８月10日

基準日      2021年８月26日

効力発生日  2021年８月27日

４．１株当たり情報に及ぼす影響

「１株当たり情報」は、当該株式分割が期首に行われたものと仮定して算出しており、これによる影響について

は、当該箇所に反映されております。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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